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　市民が幸せに暮らすことができるように、江南のまちをつくっていくことは、市

民すべての共通の願いです。

　そのためには、市民、区・町内会・自治会、ＮＰＯなど市民活動団体、企業、市

役所が互いに信頼しあい、まちづくりの目標を共有しながら、連携、協力して知恵

と力を出しあって、まちづくりの様々な課題に取り組んでいくことが必要です。

　市では、このようなまちづくりにおける協働のあり方や、協働促進のための方策、

環境整備などについて調査、研究し、一定のルールのもとで協働してまちづくりに

取り組めるような仕組みを検討していくことを主な目的として、平成１８年度に

江南市市民協働研究会を設置しました。そして、この研究会における２年間の調査、

研究や検討の成果を提言としていただきました。

　この「市民協働のまちづくりガイドブック」は、市民協働研究会からの提言に基

づき、市民協働と市民活動によるまちづくりを進めるための指針として作成したも

のです。今後は、このガイドブック（指針）を生かし、だれでも、共に、人間らし

く、しあわせに生きることができる江南のまちを市民のみなさんといっしょにつく

っていきたいと考えております。

　最後になりましたが、２年間にわたり精力的に調査、研究や検討を行っていただ

きました市民協働研究会委員の皆様方に心から感謝申し上げます。

ガイドブックの構成
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　市民協働の方法をとり入れて、まちづくりをはじめてみませんか。

　だれでも、共に、人間らしく、しあわせに生きることができる江南のまちをつ

くっていくうえで、市民協働は、実際に役に立つ方法の一つになるでしょう。

　市民のみなさん。

　って、対等な関係で運営します。

⑤まちづくりに関する情報は、いつも、広く伝え合います。

③自分の頭で考えて発言し、人の意見をよく聞き、たがいの意見を尊重します。

　重要な方針は、みんなが納得できるまでよく話しあって合意して決めます。威

　張った態度や行動は控えます。

④市民協働のそれぞれの組織の中では、みんなが交替で自主的に役割を分担しあ

　きます。さまざまな団体に所属している個人や代表者も一人の市民として参加

　できます。

①“こんなまちをつくりたい。こんな活動をしたい。”と思う市民が、まちづく

　りの具体的な目的や目標をもって集まり、まちづくりのテーマごとに市民協働

　の組織をつくって実行します。

②子どもから大人まで、職業や国籍などにかかわりなく、だれでも自由に参加で

法によるまちづくりを提案いたします。

　市民協働とは何でしょうか。

　それは、まちづくりを成功させるために必要な運営ルールをもって、市民が共

に知恵や力を合わせて活動することです。

　市民のみなさん。

　江南に住んでいるみなさん、江南に通勤、通学して

いるみなさん、江南にかかわるみなさん。

　わたしたちのまちは、人々の長年にわたる努力によ

ってつくられてきました。

　そして今も毎日、市民の願いを実現するために、江南のいたるところで、まち

づくりに取り組む市民の活動が続けられています。

　そういうさまざまな活動の中の一つのかたちとして、市民協働という新しい方

第１部　市民協働のまちづくりをはじめてみませんか

[市民協働の運営ルール]
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　　自立した関係のもとに運営します。

　②対等・自立の関係

　・年齢、性、国籍、職業などに関わりなく、対等な

　　関係のもとに運営します。

　・人格的に依存、従属せず、互いに人権を尊重し、

　①目的・目標の共有

　・まちづくりのテーマごとに、具体的な目的、目標を共有します。

　・活動方針を決めるときは、互いの意見を尊重し、一致点をめざし、合意する

　　まで話しあいます。

　に、人間らしく、しあわせに生きることができる江南のまちをつくるために、

　一定の運営ルールをもって、自主的、自発的に取り組むまちづくりの活動を

　「市民協働」と定義します。

（２）市民協働の運営ルール

す。

２．市民協働の定義と運営ルール

（１）市民協働の定義

　　一人ひとりの市民や、さまざまな団体に所属している市民が、だれでも、共

　より良いまちをつくるために、市民が現在取り組んでいるまちづくりを推進す

るとともに、「市民協働」という、新しい形態によるまちづくりを始める必要性

が高まっています。

　そこで、市民のみなさんとともに市民協働のまちづくりに取り組んでいきま

第１章　まちづくりと市民協働 

１．市民協働への取組み

　わたしたちのまちは、市民の願いを実現するために、市民のさまざまな活動に

よって築かれてきました。

第２部　市民協働のまちづくり推進指針
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　・プライバシーに関する情報を保護します。

　⑥活動の評価と改善

　　市民協働は、市民活動の形態の中の一つとして位置づけられ、他の市民活動

３．市民が取り組むまちづくり

　活動とは異なる市民協働の特徴です。つまり、上記のような運営ルールをもつ

　市民活動のことを、市民協働と呼びます。

　と同様にまちづくりに取り組むものです。その中でも、上記のような市民協働

　の運営ルールをもち、そのルールを確認しあいながら活動する点が、他の市民

　③参加の自由

　・いかなる強制を受けることなく、自主的、自発的に、自

　　由な意思にもとづいて参加します。

　④情報の共有、公開、透明性の確保

　・まちづくりの情報を活動の参加者が共有します。

　・活動に関する情報を公開し、透明性を確保します。

　⑤法令の順守、個人情報の保護

　・関係する法令、条例等の規定を守ります。

（３）市民協働と市民活動

　をつくり、まちづくりの一部を市に信託して

　かけにもなります。

　して取り組まれているものであり、市民の自

　治意識と自治能力をより高め、発揮するきっ

　　いずれのまちづくりも、市民の自治活動と

　・まちづくりの活動を評価、点検し、成果と問題点を明ら

　　かにして、改善しながら運営します。

（１）まちづくりと市民自治

　　市民が取り組むまちづくりには、市民や市民活動団体、民間の企業、団体な

　いるものとがあります。

　どが直接取り組んでいるものと、市民が、主権者として、江南市という自治体

自治会 市民団体

教育

市・県・国企業

市民

市民協働には
ルールが

必要なんだ
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　るまちづくりの目標の例として、次のようなテーマが考えられます。

　の保全などの活動が推進され、市民が将来にわたって快適

　に暮らせるまち。

　　ごみ減量やリサイクル推進、地球温暖化防止、自然環境

　連帯と信頼を強め、生きがいと活力あふれるまち。

　　市民が生涯学習活動や文化活動、スポーツ・レクリエー

　　市民が自由活発にさまざまな活動を続けながら、互いに

　ション活動に参加しやすく、活発に運営しやすいまち。

　②共に生き支えあい、健康に暮らせるまち

　　介護、福祉、医療、保健などが充実し、すべての市民が

　⑤安心・安全に暮らせるまち

　④環境と調和し、快適に暮らせるまち

　人間らしく健康に暮らせるまち。

　③生きがいと活力あふれるまち

　①子どもたちが夢と希望をもって学び、育つまち

　　笑い声に満ち、夢と希望をもって、子どもたちが、生き

　生きと楽しく学び、すこやかに育ちあうまち。

　るまち。

　　子どもたちが、年齢にふさわしいかたちで、まちづくり

　に参加し、未来を担う市民として成長していくことを見守

　により、市民の人権が尊重され、市民の個性と能力が活か

　されるまち。

　　防災、防犯、交通安全などに関する活動が推進され、市

　民が安心して暮らせるまち。

　⑥人権が尊重され、平和に暮らせるまち

　　人権、平和、国際理解などに関する学習や行催事の充実

　　市民協働の運営ルールの一つに、「目的・目標の共有」があります。共有す

（２）まちづくりの目標（例）

どんなまちに
しようかな？
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（１）情報提供の推進

　市は、政策の立案時などにおいて、市民に対し、その内容

などを公表し、わかりやすく説明する責任を果たします。

第２章　市民が取り組むまちづくりを推進する市の施策

１．情報の共有

　市民が取り組むまちづくりを推進するためには、市民と市がまちづくりの情報

を共有することが必要です。

（２）審議会等の公開

　「審議会等」とは、戦略計画審議会、環境審議会など、法

令や条例にもとづいて設置する「附属機関」と、江南市市民

　市は、市民と情報を共有するため、情報提供の体制整備に

努めます。政策に関する市民懇談会等の開催や報道機関を通

した情報の提供、各種の要綱や審議会等の会議録の市ホーム

ページでの公開に取り組みます。

の内容に江南市情報公開条例に定める不開示情報が含まれる

場合や、公開することにより、審議会等の意思決定に支障を

（３）財政状況の公表

協働研究会など、要綱等で設置する、市民の方を構成員とし

た研究会や市民会議等のことです。

　審議会等は、市の政策立案に重要な役割を果たしているた

め、法令の規定により公開しないとされている場合や、会議

きたす恐れがある場合などを除いて、公開を原則とします。

　市の行政や財政を改革していくためには、市民が市の財政

状況について、市と同じ水準の情報を共有していることが前

提となります。財政状況の公表方法について、さらに工夫

し、市民に分かりやすい情報提供に努めます。

≪提供≫

≪公開≫

≪公表≫

－5 －



には、市政への市民の参加を推進する市民参画制度の充実、

民参画のしくみなどについて定めた条例の制定に取り組みま

す。

　市は、市民の信託に応え、すべての市民のしあわせのため

に、市政を推進することが求められています。

　ョンを設置するなど拠点施設を確保します。

　まちづくりに取り組む団体間の活動交流の場づくりなど

　の施策を実施するために、新たに、市民・協働ステーシ

　次の施策に取り組みます。

　①活動場所の確保

　　市民協働や市民活動によるまちづくりに参加する市民

　に対し、会議室、印刷機、活動に必要な情報などの提供、

　市民協働や市民活動の情報を共有できる仕組みを整備し

　ます。

　②情報の提供

　　市民協働や市民活動によるまちづくりは、市民が取り組むまちづくりの中で

　重要な位置を占めるものです。こうしたまちづくりを推進するために、市は、

　　まちづくりに取り組む市民協働や市民活動の情報を市

　民に提供するためのホームページの充実など、市民が、

２．市民参画制度の充実と確立

３．市民協働や市民活動によるまちづくりの推進

（１）市民協働や市民活動によるまちづくりを推進する市の施策

の一環として、市の政策決定に主体的に参画できます。

　このような市民参画制度の充実や確立に向けて、新たな市

確立が必要です。

　市民は、自由に直接取り組むまちづくりの活動を進めなが

ら、同時に、市のまちづくりに関する政策の立案時などにお

いても、意見を述べ、提案するなど、市民自治のまちづくり

　主権者である市民の意思を市政により的確に反映するため

市民参画の
しくみを
作ろう！
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　られています。

　　市民協働や市民活動の団体が取り組む、まちづくりに

　対して補助金を交付します。

　⑦市職員の能力開発

　　まちづくりに取り組む市民協働や市民活動の団体が、

　効果的に活動を推進できるようにするため、活動交流や

　情報交換の機会をつくります。

　り組む市民の活動に対して、共感と理解を深め、積極的に参加することが求め

　　市職員は、市民協働や市民活動によるまちづくりを推進するため、必要な能

　力の開発に取り組み、市民との信頼関係を強めます。市は、職員の能力開発を

　推進するため、庁内の各部署の連携や職員研修の充実を図ります。

　の輪を拡げ、市民活動団体等の運営能力の向上を図るた

　め、学習・研修の機会を提供します。

　③学習・研修の機会提供

　　市民協働や市民活動によるまちづくりに参加する市民

　　市職員は、地域社会を構成する一市民であることを自覚し、まちづくりに取

　⑥活動交流の機会提供

　　市は、市民協働や市民活動に取り組む団体に対し、そ

　の専門性、地域性等の特性を活用することができる分野

　の市の事業などについて、参入の機会を提供するよう努

　めます。

　⑤活動機会の創出

　　補助金の交付にあたっては、交付する事業の提案を公

　募し、選考審査の過程と結果を公開します。

　④補助金制度の創設
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　取り組みます。

（２）市の委託事業等における心がけ

　　市が、市民協働や市民活動の団体に、まちづくりに関する市の事業を委託す

　る場合や、市と団体が共催する場合には、双方は、次に掲げる事項を心がけて

　②方針や方策を変更する場合は、市が一方的に決定するのではなく、相互に、

　　十分な協議を通じて合意をめざします。

　　を明らかにして、事業活動の改善を図ります。

　③事業を委託する団体を募集する場合は、事業の内容、選定の基準や方法を

　　明確にし、それらの情報を公開します。

　④委託先を選定する場合は、公正な審査を行い、必要に応じて公開プレゼン

　　テーション方式を採用します。

　⑤双方は、事業年度ごとに、事業活動の評価と点検を行い、解決すべき課題

　①企画立案段階から事業の目的や情報を共有し、双方の提言や意見を尊重し

　　て、方針の検討に反映させます。

　　市民協働や市民活動によるまちづくりを進めるため、新たな施策の取り組み

　の必要性などに応じて、指針の見直しを行います。

（３）この指針の見直し

　市民協働電車は機関車ではないよ！
　・電車を動かす役割のスイッチ
　・電気を取り入れる役割のパンタグラフ
　・車両を動かす役割のモーター…
　みんなの力を合わせて市民協働電車は動くんだ！

－8 －


	表紙・はじめに・目次 
	
	第１部、２部


